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〔一般演題〕

１、 関節 リウマチ
と Ｃ０４０ 遺伝子 多型 どの関違

（膠原病リ ウマチ痛 風センター） 土 妓尋江

鵬 的〕 関節リ ウマチ （ＲＡ） は複数の遺伝要 因と環境

要因で引 き起こさ れる 自己免疫疾 患である． こ れまでに
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Ｃ 肌 搬，閉 α遂 遺伝子 な
どの 関連が 報告さ れている が，

人種 閥の違いも指摘 されている、 最近， 自色 人種を対象

に した ゲノ ムワイ ド関連解析のメ タ解栃に より ＣＤ４０遺

伝子 との関遵 が報告された．Ｃ脳０ は，
Ｂ 細 胞関連抗原 で

Ｂ細 胞の発現 に関与 し， 樹 状突超やマク ロファ
ー ジな ど

の 抗原擬：示 纐胞 上 にも 発現 し，
閥接 的 に 丁 細 胞の 活惟

化 ・ 分 化 へ の 関 与 も 指 摘 さ れ る． 今 回， 日 本 人 に お け る

Ｃ脳０遺伝子 多型と ＲＡ の疾 患感受 性およ び疾 患重症 化

と の 関 違を 検討 した．
〔対 象 お よ び 方法〕 ＲＡ 患 者 醐４

例
，
赫照７５２例から ＤＮＡ を 収集 した．疾患 重症度と の関

連 は， 発症５年 時の爾手 Ｘ 線像
をＳ舳ｒｐ珊ｎδｅｒＨｅ榊ｅ

法 に よ り 評 棚 し た（な ＝６２５）． 多 型 同 定 は ＴａｑＭａｎ 法， 統

計 的検 討は Ｆｉｓｈｅζ検定 およ び単 固婦 分析 を用 いた、
〔繕

果〕 Ｃ脳０ 遺伝子 と ＲＡ に対 する 疾 患 感受 性 （ｐ＝８．４×

鮒） と の閥 に非常 に強 い関 連を 認め た が， 疾患 重症 化

（ｐ＝Ｏ．６２
）との閥に有 意な関違 は認めなかった．

〔緒論 畑

本入 ＲＡ 患 者においても Ｃ脳０ が疾患感受佳 に強い 影響

を与克ている ことが明ら かとなった． 今後， 疾
患 の病因

解 明， 早
期 診 断，

創 薬 に つ な が る こ と が 期 待 さ 拠 る、

２． 超督 波気管支鏡を用 いた蹄門・縦 隔病変の 診厳

（第一 内科 学） 出雲雄大・近 藤光子・

青 柴翻 徹・玉 置 淳・氷 井摩志

〔背 景およ び目的〕賄 門・縦隔病変 の診断は縦 隔鏡や胸

腔 鏡 が ｇｏ１ｄＳｔａ銅 ａｒｄ で あ る が， 近 年， 気 管 ・ 気 管 支 に 接

する病変 に対してはコ ンベックス 走査式趨音 波気管支鏡

ガイ ド下 針生検（ＥＢＵＳ－ＴＢＮＡ）を用 いるこ とで低侵襲 に

診断可 能となっている．当科 では２００８年３月よ り肺門
・

縦隔 病変の 診 敵に Ｅ醐 Ｓ一？ 酬 Ａ を施 行 して お りそ の有

湘牲およ び安金惟につ いて検言寸した．〔斌象〕２００８年３～

１０月 ま でに蹄門・ 縦隔病 変に 対し てＥＢＵＳ－ＴＢＮＡ を滋

行 した２２例 （リンパ節穿棚 １６例
，
麓瘍本 体穿 刺６例，

男性 王５例， 女性７例， 平均隼齢５王．６歳）Ｉ〔繕 果〕２２例 申

！８例 で病理学的 診断が得 られた（８１．８％）． そ のう
ち悪僅

種瘍 疑 い は１至例 あ り１０例 で病 理 学 的 診断 が 得ら れ た

（９０．９％）、 免疫染 色
を行う こと で原 発性蹄 癌以 外の縦 隔

腫瘍 や転移性麓瘍 も診断可 能であった、 サ ルコイ ドー シ

ス が疑われた９例 申６例で類 圭皮細胞肉芽 腫または類 上

皮細 胞が採取さ れた（６６．７
％）．穿 刺回数は 平均２．５回 であ

り，ＥＢＵＳ－ＴＢＮＡ 後に入 院処置が必要 となるような 重篤

な合併症は１例 もなかった．〔緒論〕ＥＢＵＳ－ＴＢＮＡ は高い

確 率で病理学的 診断を碍る ことができ
，
特に悪性 腫蕩で

はその診 断率は極 めて 高く，
重篤 な合併症も 認めら れな

か っ た こ と か ら， 肺 門 ・ 縦 隔 病 変 に お い て 有 用 で 安 全 な

検査と考 えられた、

３． 腎虚 血再灌流モ
デル におけ るｋ１◎ｔｈｏ 邊伝子の 発現

と働き

（第四 内科学） 杉浦秀荊・ 芳田 五・

土谷 健 ・新囲孝作

〔目的〕 Ｋ１ｏ乏ｈｏはそのノ ック アウ トマウス にお いて動

脈硬 化， 管粗髭症 な
どの老化 兆候を呈すこ とより，

老化

抑 制 遺 伝 子 と し て 注 屋 さ れ て い る． ま た，
茨１ｏｔｈｏ は

ＦＧＦ２３ と共にカ ルシウム，リ ンの調節 に関与する
こと が

報告さ れている． Ｋｌｏｔｈｏ遺
伝子 の発現は比 較的腎に特異

的 であるが
，
腎におけるその働 きは十 分に解明さ れて い

な い、 そ こ で， 腎 虚 血 再 灌 流 モ デ ル
を 用 い て， ｋ１ｏ撚ｏ

の 腎で の 発 現 の 変 化・働 き につ いて 検 討 し た．〔方 法〕

Ｗｉｓｔａｒｒａｔ で，
６０ 分 閥 爾 鰯 腎 動 脈 ク ラ ン プ を 行 う 腎 虚 血

再灌 流モ デル ラットを作製 し， 衛後経 時的に腎組織 の採

取 を 行 っ た．
腎 組 織 で の ｋｌｏｔｈｏ の 発 現 を ｒｅａ１ｔｉｍｅ－ＰＣＲ，

Ｗｅｓｔｍ ｂ１ｏｔｔｉ鴫， 免 疫 組 織 染 色 を 用 い て 観 察 し た、 ま た，

ｋ１ｏｔｈｏ遇 熱 発 現 し た マ ウ ス 集 合 管 綴 胞 （ｍＩＭＣＤ３綴

胞）に，Ｒ．Ｏ空 を 負 荷 し，２４ 時 間 後 に フ ワ ー サ イ ト メ ー タ ー

で ａｐｏｐｔｏ之ｉｃＣｅ１１ 数 を 測 定 し た、〔繕 果〕 腎
虚 斑 再 灌 流 モ デ

ル に お い て
，
蒋 鰹 流 後 ２４ 時 閥 を ピ ー ク に ク レ ア チ ニ ン の

笠 昇 が 認 め ら れ た．
一 方 ｋ１ｏｔｈｏ 発 現 は ㎜ＲＮＡ， タ ン

パ ク

ともに， 再
灌流後 ２４ 時間では発 現の低下 が認められ，

ク

レア チニ ン の改 善とと も にｋ１ｏ腕 発現 も 改善 した． ま

た， ｋ１ｏｔｈｏ
を 過 翻 発 現 さ せ た ㎜ＩＭ ＣＤ３ 纐 胞 に て 氏 Ｏ・

負 荷 によ る アポ トー シス 細 胞の 軽 減 が認 め ら れた．〔繕

論〕 腎 虚血 蒋灌 流モ デ ルラ ッ トで は，
腎 組織 に お いて

ｋ１ｏｔｈｏ竈ユＲＮＡ， タ ン
パ ク の 発 現 の 低 下 を 認 め， ま

た
，

ｋ１ｏｔ腕 の遇剰 発 現は 酸化 ス トレ ス によ る アポ トー シス

を 抑 制 す る こ と よ り
，
ｋｌｏｔｈｏ は 抗 ア ポ ト ー シ ス 効 果，

抗

酸化 作堀 を持つ可能 性が示唆さ れた、

４，
頸戴 脈 アテ ロ ー ム 硬化 症 に お け る 脂 質 過 酸 化 と

Ｓ℃ 活性化の関 与

（１神経内科 学，
２第一病理学，

；脳神 経外科学）

逮井素 〃 ・

柴 田 亮 行２・ 澤 田 達 男２・ 州 俣 賛 一ヨ・

岡 田 芳 和ヨ・ 小 林 櫨 雄呈・ 内 山 真 一 郎王

〔目 的〕 動 脈 硬 化 に お い て，
酸 化 低 比 重 リ ポ 蛋 白

（ＯｘＬＤＬ） 誘導牲 炎症 が果たす役 割は 大き い． 人工
的 に

炸 製 さ 牝 た ＯｘＬＤＬ に 含 ま れ る 坐ｈｙδｒｏｘｙ２¶ｏｎｅｎａ互

（ＨＮＥ）は
，
炎症促進性チ ロシンキナー ゼＳｒｃを活性 化す

る．今回 我々
は
，脳撰
塞の 基礎疾患である 頸動脈ア テロ ー

ム 硬化症 （ＣＡ） にお ける 脂質過酸化 とＳζｃ渚性化 の関与

を明らかにする ため， 頚動 脈陶膜剥離 （ＣＥＡ） 材 料
を用

いて分子病 理学酌に鰯株 した．〔
方法〕旺 Ａ 材料 から蛋自

描出物と 凍縞切 片を 炸製 し
，
前者 は 潮生型リ ン酸化 Ｓｒｃ
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